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採　択○○○○○○○総閉園された梶野町農園の代替施設として、できるだけ近い地域に新
たな高齢者農園を設置すること等を求めるもの

閉鎖された高齢者農園に代わる農園設置を求める
陳情書

不採択×××××△
○⚑
×⚔総市内の既存の民間ホール等の運営や施設改修に関して、運営助成や

改修助成のための制度を設けること等を求めるもの

小金井市の芸術文化振興条例の精神を積極的に活
かす施策として、民間ホールや民間ギャラリーへ
の助成を求める陳情書

趣旨採択○○○○○○○建市内の学校等における放射能物質の土壌測定や、水道水の蛇口検査
等を毎日実施し、市のホームページで公表すること等を求めるもの小金井市での放射能測定に関する陳情書

採　択○○○○○○○厚除染や自主避難等、子どもの被ばく量を最小化するための取組が円
滑に進むよう、政府に対して意見書の提出を求めるもの

子どもの被ばく量最小化のための意見書を小金井
市議会から国へ提出すること。に関する陳情書

採　択○○○○○○○建
⚓月⚑⚗日に定めた食品に関する放射能暫定基準は、事故前の輸入規
制基準等より高く設定されているため早期に見直すよう、国に対し
て意見書の提出を求めるもの

国の食品に関する放射能暫定基準見直しの意見書
提出を求める陳情書

採　択○○○○○○○総地方消費者行政を充実させるため、実効的な財政措置等を行うよ
う、国会及び政府に対して意見書の提出を求めるもの

地方消費者行政を充実させるため地方消費者行政
に対する国による実効的支援を求める意見書を政
府等に提出することを求める陳情書

採　択○○○○○○○建
国策として進めてきた原子力エネルギー政策を見直し、自然エネル
ギーを主流とするクリーンエネルギー政策へ転換するよう、国会等
に対して意見書の提出を求めるもの

「国策の原子力エネルギー政策を見直し、自然エ
ネルギー政策への転換を国に求める意見書」を国
会に提出することを求める陳情書

採　択○○○○○○○総市長及び議員が、日本国憲法第⚙⚙条に基づき、憲法尊重擁護義務を
負うことを改めて確認することを求めるもの

小金井市長及び市議会議員の憲法尊重擁護義務に
ついて確認していただくことを求める陳情書

不採択○××××○
○⚑
×⚔総

第⚒回定例会で提出された補正予算で計上されている芸術文化事業
委託料は、駅前ホール公演の赤字を埋める費用であるため、当該予
算の削除等を求めるもの

駅前ホールの公演による大赤字の穴埋めに約⚑⚒⚐⚐
万円もの公金を注ぎ込まないことを求める陳情書

採　択○○○○○○○総
東小金井駅で予定している高架下ラインモール構想の実施に当たっ
ては、改札口の設置等について、地元商店街等と協議する場を設け
ること等を求めるもの

東小金井駅高架下ラインモール構想について地元
商業への影響を明らかにすることを求める陳情書

採　択○○○○○○○建武蔵小金井駅の高架下などの駅前に、市営の自転車駐輪場を、でき
る限り早く開設することを求めるもの

武蔵小金井駅高架下等、駅前に市営の自転車駐輪
場開設を求める陳情書

採　択○○○○○○○議ユーストリームを利用した本会議、各常任・特別委員会等での中継
の実施を求めるもの市議会のインターネット中継実施を求める陳情書

付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会

完成の待たれる環境配慮型住宅
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子どもが思いっきり、外遊びできる
環境を守ろう！

陳情に対する討論は⚘面に掲載しています。


